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総
括
質
疑

下
水
道
事
業
特
別
会
計

伊
藤
議
員　
会
計
規
模
の
半
分
以
上
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
う
。

町
長　
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
に
は
、
加
入

率
の
向
上
が
重
要
と
な
る
。
加
入
促
進
に
努
め
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計　
歳
入

▼
町
税町

民
税

泉
議
員　
個
人
町
民
税
の
所
得
内
訳
は
。

税
務
課
長　
給
与
所
得
が
１
７
３
億
１
５
０
０
万
円
、

雑
所
得
（
年
金
等
）
が
１
５
億
７
５
０
０
万
円
、
営
業

所
得
が
９
億
１
０
０
０
万
円
、
農
業
所
得
が
５
億
５
８

０
０
万
円
、
不
動
産
所
得
が
４
億
４
３
０
０
万
円
な

ど
。
農
業
所
得
は
減
少
し
た
が
、
所
得
全
体
で
は
増
加

し
て
い
る
。

高
橋
（
邦
）
議
員　
収
納
率
が
令
和
２
年
度
よ
り
向
上

し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

税
務
課
長　
滞
納
対

策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
と
実
践
、
納
税
相

談
ま
た
は
電
話
催
告

に
よ
る
新
規
滞
納
者

の
抑
制
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
な
ど
の
浸
透
、

納
税
に
関
す
る
町
広

報
等
で
の
周
知
な
ど

が
収
納
率
の
向
上
に

つ
な
が
っ
た
と
分
析

し
て
い
る
。

固
定
資
産
税

高
橋
（
邦
）
議
員　
収
納
率
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む

か
。

税
務
課
長　
財
産
の
調
査
を
し
て
相
続
人
を
特
定
す
る

な
ど
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
収
集
を
行
い
、
納

税
義
務
者
に
連
絡
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
収
納
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
使
用
料
及
び
手
数
料

観
光
使
用
料

藤
原
議
員　
各
施
設
の
使
用
料
収
入
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
令
和
２
年
度
と
比
較
し
、
「
大

台
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
」
は

１
・
８
％
増
、
「
多
目
的
運
動
広
場
」
は
18
％
増
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ド
ア
・
キ
ャ
ン
プ
の
人
気
に

よ
る
も
の
か
「
雁
の
里
施
設
」
は
32
・
２
％
増
、
大
雪

の
影
響
で
営
業
開
始
が
遅
れ
た
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

は
12
・
９
％
減
。
使
用
料
全
体
と
し
て
は
11
・
６
％

増
。一

般
会
計　
歳
出

▼
総
務
費

生
活
バ
ス
路
線
等
維
持
費
補
助
金

熊
谷
（
隆
）
議
員　
補
助
金
の
効
果
と
、
今
後
の
路
線

維
持
の
取
り
組
み
は
。

会計名 歳入 歳出 差引残高（次年度へ繰越）

一般会計 138億8381万円 132億9231万円 5億9149万円

会計名 歳入 歳出 一般会計からの繰入

国民健康保険特別会計 22億4823万円 20億9064万円 1億5244万円

下水道事業特別会計 2億1655万円 2億1003万円 1億2736万円

農業集落排水事業特別会計 1億8588万円 1億8033万円 8490万円

後期高齢者医療特別会計 2億2388万円 2億2321万円 6938万円

会計名 区分 収入 支出 一般会計からの繰入

水道事
業会計

収益的収支（税抜） 3億7860万円 3億7459万円 1億2175万円

資本的収支（税込） 2億5909万円 4億2009万円 7243万円

14億5674万円

1億4071万円

7億2404万円

5億2699万円

61億5674万円

2億6651万円

17億3888万円

10億5773万円

5億1632万円

12億7670万円

町
の
力
で
得
た
お
金

町が集めた
税金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借
金

町の施設等
に入ったお
金など

管理事務、戸籍、徴税
などにかかるお金

医療や福祉など社会保
障にかかるお金

環境と保健衛生にかか
るお金

農業と林業にかかる
お金

商業と工業、観光など
にかかるお金

道路や橋、上下水道な
どにかかるお金

救急や消防、防災にか
かるお金

教育と文化、スポーツ
にかかるお金

災害復旧や議会など、
その他の事業にかかる
お金

借金の返済にあてる
お金

将来のために貯めて
おくお金

次年度へ繰越

前年度の
残ったお金

その他のこと
で得たお金

国からもらっ
た自由に使っ
ていいお金

町の代わりに
国が集めてく
れた税金

国からもらっ
た使い道が決
められている
お金

県からもらっ
た使い道が決
められている
お金

その他のことで
国からもらった
お金

町が借りた
お金

町税

使用料及び手数料

繰越金

33億7435万円
民生費

8億8559万円
衛生費

14億4489万円
農林水産業費

6億9575万円
商工費

16億6592万円
土木費

5億2012万円
消防費

13億5226万円
教育費

1億7139万円
事業費その他

13億2382万円
公債費

6億6594万円
基金

5億9149万円
差引残高

11億9228万円
総務費

歳出合計 132億9231万円歳入合計 138億8381万円

その他

地方交付税

地方譲与税

国庫支出金

県支出金

交付金

町債

5億9149万円の
黒字だね

質
疑
・
答
弁

一 般 会 計
　
各
会
計
の
決
算
書
、
明
細
書
、
調
書
は
、
関
係

法
令
に
準
拠
さ
れ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で

あ
る
と
認
め
ら

れ
た
。
ま
た
、

各
決
算
の
内
容

と
予
算
執
行
も

適
正
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
。

　
美
郷
町
総
合

計
画
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
事
業

が
推
進
さ
れ
て

お
り
、
高
く
評

価
す
る
。

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
意
見（
抜
粋
）

監査委員の髙橋信雄氏（左）と髙山茂雄氏

９
月
１
日
か
ら
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、令
和
３
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。主
な
質
疑・答
弁
の
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

財
政
運
営
は
堅
実
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企
画
財
政
課
長　
補
助
金
は
、
学
生
の
通
学
や
高
齢
者

の
通
院
等
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
の
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
３

月
に
策
定
し
た
「
美
郷
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
従

い
、
近
隣
市
と
情
報
共
有
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
バ

ス
事
業
者
と
も
協
議
し
、
路
線
の
維
持
に
努
め
る
。

美
郷
暮
ら
し
促
進
奨
励
金

深
沢
（
義
）
議
員　
住
宅
整
備
へ
の
支
援
策
、
奨
励
金

交
付
51
件
の
内
訳
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
年
代
別
で
は
、
20
代
が
８
件
、

30
代
が
22
件
、
40
代
が
20
件
、
50
代
が
１
件
。
建
築
区

分
別
で
は
、
新
築
が
37
件
、
物
件
購
入
が
３
件
、
購
入

し
リ
フ
ォ
ー
ム
が
２
件
、
増
改
築
が
２
件
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
み
が
７
件
。

移
住
・
仕
事
支
援
総
合
窓
口
設
置
事
業
費

泉
議
員　
窓
口
で
の
相

談
内
容
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
移
住
相
談
会
の
状

況
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　

相
談
数
１
６
９
件
の
う

ち
主
な
も
の
は
、
町
の

暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

が
70
件
、
空
き
家
情
報

が
80
件
。
オ
ン
ラ
イ
ン

移
住
相
談
会
は
２
回
開
催
し
、
12
人
が
参
加
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
芽
が
出
始
め
て
お
り
、
縁
が

あ
っ
た
方
々
を
移
住
体
験
会
等
へ
の
参
加
に
結
び
付
け

る
な
ど
、
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
。

▼
民
生
費

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
事
業
費

鈴
木
（
正
）
議
員　
「
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
券
」
の
利
用
枚
数
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対

応
策
は
。

福
祉
保
健
課
長　
利
用
数
の
低
下
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
外
出
の
自
粛
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ま
だ
事
業
に

参
加
し
て
い
な
い
施
術
所
へ
説
明
を
行
い
、
新
た
な
参

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
費

藤
原
議
員　
以
前
は
60
以
上
も
あ
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
が

53
団
体
に
減
っ
た
理
由
は
。
補
助
金
の
申
請
の
仕
方
が

難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

福
祉
保
健
課
長　
活
動
内
容
等
を
精
査
し
た
結
果
、
補

助
の
対
象
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
、
申
請
し
な
か
っ

た
団
体
も
あ
る
。
申
請
時
に
は
相
談
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
分
か
り
や
す
い
適
正
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

▼
商
工
費

観
光
費
・
看
板
等
制
作
委
託
料

髙
橋
（
正
）
議
員　
内

容
の
説
明
を
。

商
工
観
光
交
流
課
長　

七
滝
山
の
登
山
口
１

か
所
、
女
神
山
の
登
山

口
２
か
所
に
大
型
看
板

を
設
置
。
女
神
山
の
登

山
道
13
か
所
に
案
内
誘

導
標
識
を
設
置
。
七
滝

山
、
女
神
山
、
真
昼
山

の
登
山
口
６
か
所
に
登

山
届
ポ
ス
ト
を
設
置
。

温
泉
運
営
費
補
助
金

高
橋
（
邦
）
議
員　
令
和
２
年
度
と
比
較
し
、
金
額
が

か
な
り
増
加
し
た
要
因
は
。
ま
た
、
温
泉
の
入
浴
者
数

が
増
加
し
、
サ
ン
ア
ー
ル
の
宿
泊
者
数
が
半
減
し
た
理

由
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
金
額
の
増
加
は
、
補
助
金
の
算

定
方
式
を
変
更
し
た
こ
と
が
一
因
。
令
和
３
年
度
か

ら
、
各
施
設
の
収
支
状
況
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
方
式

と
し
、
限
度
額
も
見
直
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
は

特
別
な
年
で
あ
り
、
入
浴
者
数
は
少
な
く
、
宿
泊
者
数

は
多
か
っ
た
。
令
和
３
年
度
と
は
大
き
く
違
っ
て
い

た
。

▼
消
防
費

防
災
対
策
事
業
費

村
田
議
員　
住
民
に
注
意
を
促
す
手
段
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

住
民
生
活
課
長　
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
配
布

し
、
住
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
く
。
災

害
の
注
意
喚
起
と
避
難
指
示
等
の
伝
達
方
法
に
は
、
防

災
行
政
無
線
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
メ
ー
ル
配
信
、
Ｌ
ア

ラ
ー
ト
と
連
携
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
が
あ

る
。
今
後
も
こ
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

危
険
空
き
家
等
解
体
事
業
補
助
金

深
沢
（
義
）
議
員　
当
初

予
算
に
は
５
件
分
を
計
上

し
て
い
た
が
、
補
助
金
の

支
給
が
２
件
だ
け
に
と
ど

ま
っ
た
理
由
は
。

住
民
生
活
課
長　
相
談
は

７
件
あ
り
、
５
件
の
申
請

が
見
込
ま
れ
た
が
、
解
体

業
者
の
繁
忙
に
よ
り
年
度

内
の
施
工
が
か
な
わ
ず
、

本
申
請
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

▼
教
育
費

新
聞
活
用
教
育
推
進
事
業
費

鈴
木
（
正
）
議
員　
児
童
・
生
徒
数
は
減
少
し
て
い
る

が
、
か
か
る
金
額
は
増
加
し
て
い
る
。
新
聞
の
配
布
と

活
用
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
推
進
課
長　
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
全
児
童

に
週
１
回
「
こ
ど
も
新
聞
」
を
配
布
し
、
授
業
と
関
連

す
る
記
事
を
切
り
抜
い
た
り
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
学
校
で
は
週
１
回
、
全
生
徒
に
「
中
高
生
新

聞
」
を
配
布
し
、
学
校
の
玄
関
に
は
「
英
和
新
聞
」
を

鈴
木
（
正
）
議
員　
予
算
は
適
切
に
執
行
さ

れ
、
歳
出
に
お
け
る
不
用
額
、
歳
入
に
お
け
る
収
入

未
済
額
は
、
前
年
度
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
。
経
常

収
支
比
率
は
82
・
６
％
と
良
好
な
水
準
を
維
持
し
て

お
り
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

泉
議
員　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
が

高
校
生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
暮
ら
し
と
福
祉
の

充
実
を
図
り
、
住
民
の
要
望
に
応
え
た
予
算
執
行
で

あ
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
職
員
の
削
減
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
決
算
認
定
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

反対賛成 討　
論

一
般
会
計
決
算
認
定　
採
決
結
果
は
８
頁

設
置
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
中
学
校
の
全

学
級
に
毎
日
１
部
ず
つ
「
秋
田
魁
新
報
」
を
配
布
し
て

い
る
。

「国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

泉
議
員　
資
格
証
明
書
と
短
期
被
保
険
者
証
は
ど
の
よ

う
に
発
行
さ
れ
て
い
る
か
。

税
務
課
長　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
に
、
国
保
税
の

納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
に
納
税
相
談
を
実
施
し
、
そ

の
際
に
短
期
被
保
険
者
証
の
発
行
も
含
め
て
、
個
別
の

対
応
を
し
て
い
る
。

気にな
る

美郷町
の 借金借金とと貯金貯金

50億
令和元年度 令和２年度

（一般会計）
令和３年度

60億

70億

80億

90億

100億

55億4256万円

90億5036万円 89億8940万円 89億6147万円

56億4727万円

基金残高基金残高
62億9098万円

町債残高
借金はわずかに減って、
貯金は増えてきているね
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製
造
業
等
事
業
継
続
支
援�

１
０
６
０
万
円

　

燃
料
価
格
の
急
激
な
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町

内
製
造
業
等
に
対
し
、
燃
油
、
高
圧
電
気
料
金
の
高
騰

分
を
給
付
。
補
助
率
は
２
分
の
１
で
上
限
は
30
万
円
。

対
象
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
。

村
田
議
員　
支
援
の
対
象
と
な
る
業
種
は
。
ま
た
、

こ
の
対
策
は
今
回
限
り
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
対
象
は
国
の
定
め
る
日
本
産

業
分
類
に
基
づ
く
製
造
業
中
分
類
24
業
種
。
町
内
の

事
業
所
は
網
羅
で
き
て
い
る
。
こ
の
対
策
は
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、
今
後

は
、
国
、
県
の
経
済
対
策
や
経
済
状
況
を
勘
案
し
検

討
す
る
。

観
光
看
板
等
解
体
工
事�

５
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
解
体
工
事

（
丸
子
川
の
鞠
子
川
橋
の
た
も
と
）

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
品
価
格
高
騰
対
応
緊
急
支
援
事
業

費
、
地
域
振
興
券
家
計
対
応
給
付
事
業
費
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費
な
ど
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
６
億
３
１
１
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高
騰
対
応
緊
急

支
援�

３
１
２
０
万
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
一
世
帯
１
万
５
千
円

の
支
援
を
行
う
。

地
域
振
興
券
家
計
応
援
給
付�

６
３
６
４
万
円

　

各
世
帯
へ
１
万
２
千
円
分
の
地
域
振
興
券
の
給
付
を

行
う
。
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高
騰
対
応
緊
急

支
援
事
業
給
付
金
の
対
象
世
帯
を
除
く
）

学
校
給
食
の
食
材
価
格
高
騰
へ
の
支
援

４
９
３
万
円

　

食
材
価
格
高
騰
相
当
分
の
支
援
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

９
９
５
７
万
円

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
追
加
経
費

一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
事
業
）

令
和
３
年
度
決
算
以
外
の
議
案
で
は
、
令
和
４
年
度
補
正
予

算
８
件
、
条
例
な
ど
７
件
、
人
事
２
件
を
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※�会議録はホーム
ページでご覧い
ただけます。

令和４年度予算補正令和４年度予算補正
会計区分 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 ８億７４２０万円 １２６億３１１２万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ７５９万円 　２２億９２６６万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計   ５９万円 　　２億５２０６万円

農業集落排水事業特別会計   　　 １２３１万円　 　　１億９７４１万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計   ６６万円   ２億２８１９万円

水道事業会計 収益的支出  ５６１万円 　　３億８６６６万円

熊
谷
（
隆
）
議
員　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
解
体
後
に
、
新

し
い
物
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
新
た
な
設
置
の
予
定
は
な

い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業�

２
４
６
万
円

　

町
内
事
業
所
の
訪
問
及
び
大
型
店
舗
で
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
一
括
申
請
業
務
等
に
か
か
る
経
費

泉
議
員　
な
ぜ
町
内
事
業
所
を
訪
問
す
る
の
か
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
任
意
で
は
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長　
総
務
省
で
は
、
事
業
所
へ
出
向
い

て
の
申
請
受
付
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
町
と
し
て
町
内

事
業
所
へ
案
内
し
、
事
業
所
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
出

向
く
体
制
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る
事
業
は
、
全
国
の
市
町

村
へ
要
請
さ
れ
て
い
る
。
本
町
も
粛
々
と
行
っ
て
い

く
。 泉

いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員　高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員　鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員　

長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員　深
ふか

澤
さわ

　義
よし

一
かず

 議員

一般質問 5 名

スミズミスミズミ

【美郷暮らし推進奨励金】　
　町内に５年以上定住することを目的として、令和３年中に家屋を取得、新築した40歳未満
の町民や町外在住者等へ交付する奨励金。

■深澤（均）議員
　当初予算の４割を超える874万円が減額補正となった要因は。
■商工観光交流課長
　物資の不足により工期が延長となり、申請の基準日までに家屋の取得や新築ができずに、
令和４年度の交付対象外となってしまった件数が多くあった。これらは、令和５年度の交付
対象となる。

老朽化したモニュメント
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利
用
し
や
す
い
投
票
所
の
設
置
を

利
便
性
の
向
上
を
図
る

選
管

泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員

議
員　

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
第

10
投
票
所
が
旧
中
央
行
政
セ
ン
タ
ー
か

ら
変
更
に
な
っ
た
。
不
便
が
想
定
さ
れ

る
場
所
を
投
票
所
に
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、
変
更
の
経
緯
と
今
後
の

対
応
は
。

　

ま
た
、
有
権
者
の
利
便
性
を
損
な
わ

な
い
対
策
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　
旧
中
央
行

政
セ
ン
タ
ー
は
公
共
施
設
最
適
化
実
施

計
画
に
基
づ
き
公
募
に
よ
る
貸
し
出
し

希
望
を
募
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
利
用

で
き
な
く
な
る
場
合
も
見
越
し
て
、
今

回
は
別
の
場
所
を
投
票
所
に
し
た
。
今

後
、
有
権
者
の
不
便
と
な
ら
な
い
新
た

な
投
票
所
を
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
移
動
支
援
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

◆
若
年
層
の
投
票
率
向
上

議
員  

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　
18
歳
を
迎

え
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

方
々
へ
、
登
録
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
、
二
十
歳
の
集
い
（
旧
成
人
式
）
で

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
、
美
郷

中
学
校
と
六
郷
高
校
で
、
選
挙
出
前
講

座
を
開
催
し
て
き
た
。
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

運
動
部
の
地
域
移
行
へ
の
対
応
は

教
育
長  

疑
問
点
や
課
題
を
協
議

議
員  

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議
よ

り
出
さ
れ
た
、
公
立
中
学
校
の
休
日
の

運
動
部
活
動
を
学
校
か
ら
地
域
へ
移
行

す
る
提
言
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
長　
国
や
県
の
方
針
が
出
て
か
ら

本
格
的
な
協
議
、
検
討
を
進
め
る
。

　

町
と
し
て
は
、
提
言
に
つ
い
て
詳
し

く
理
解
す
る
た
め
に
、
地
域
移
行
に
関

す
る
疑
問
点
や
課
題
に
つ
い
て
協
議
や

学
習
会
を
行
っ
た
。

　

地
域
移
行
に
よ
り
、
中
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
教
育
機
能
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
戸
惑
い
や
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

議
員

消
防
施
設
用
機
器
購
入�

１
４
３
万
円

　

消
防
水
利
確
保
及
び
夜
間
の
照
明
確
保
の
た
め
の
機

器
購
入

消
防
団
員
の
処
遇
改
善�

７
３
８
万
円

　

消
防
団
員
報
酬
及
び
火
災
出
動
、
捜
索
出
動
に
伴
う

報
酬
の
増
額

・
美
郷
町
職
員
の
育
児
休
業
等
の
一
部
改
正

・�

美
郷
町
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
の

一
部
改
正

・�

美
郷
町
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
及
び
美
郷
町
交
流

セ
ン
タ
ー
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
等
の
条
例

の
制
定

村
田
議
員　
中
央
ふ
れ
あ
い
館
の
浴
場
が
廃
止
に
な

る
が
、
利
用
者
か
ら
町
内
３
温
泉
を
利
用
す
る
際
の

移
動
手
段
の
要
望
は
な
か
っ
た
か
。

生
涯
学
習
課
長　
交
通
手
段
と
し
て
町
で
行
っ
て
い

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
髙
橋　
信
雄 

氏
（
再
任
）
遠
槻

■
下
田　
　
亮 

氏
（
新
任
）
長
岡
森

一 般 質 問

採 決 結 果
採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果議員名

熊
　
谷
　
隆
　
一

村
　
田
　
　
　
薫

鈴
　
木
　
正
　
洋

藤
　
原
　
政
　
春

髙
　
山
　
茂
　
雄

高
　
橋
　
邦
　
武

深
　
澤
　
　
　
均

伊
　
藤
　
福
　
章

髙
　
橋
　
正
　
和

泉
　
　
　
美
和
子

深
　
沢
　
義
　
一

熊
　
谷
　
良
　
夫

澁
　
谷
　
俊
　
二

長
谷
川
　
幸
　
子

鈴
　
木
　
良
　
勝

森
　
元
　
淑
　
雄

◎令和４年第７回議会定例会（9/1～9/13）
議案第42号　令和４年度美郷町一般会計補正予算第４号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

認定第１号　令和３年度美郷町一般会計決算認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人
　
事

条
　
例

泉
議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
促
進
事
業
委

託
料
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
あ
る
カ
ー

ド
の
取
得
を
推
進
し
て
い
く
も
の
だ
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
一
元
管
理
や

情
報
漏
え
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
に
は
反

対
す
る
。

討　
論

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

水深５cmあれば吸水可能な集水器

○：賛成　●：反対
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デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

令
和
５
年
度
中
に
推
進
計
画
を
策
定

町
長

町
長

鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員

議
員　

第
３
次
美
郷
町
総
合
計
画
で

「
デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
」
の
策
定
目
標

を
令
和
７
年
度
末
と
し
て
い
る
が
、
策

定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
れ
な
い
か
。

町
長　
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
令
和
５

年
度
中
に
推
進
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　

将
来
的
に
は
窓
口
に
来
な
く
て
も
行

政
手
続
き
が
完
了
す
る
と
い
う
「
行
か

な
い
窓
口
」
を
目
標
に
、
ま
ず
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
の
「
書
か

な
い
窓
口
」
を
実
現
し
、
「
町
民
に
優

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
推
進
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
早
期
導
入
を

町
長  

対
象
の
洗
い
出
し
に
着
手

議
員  

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術
を
既
に
導

入
し
て
い
る
自
治
体
は
、
各
種
業
務
の

省
力
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
く
。

早
期
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

仮
称
「
事
務
事
業
最
適
化
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
る
。
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
大
幅
な

事
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
業
務
の

洗
い
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果

を
基
に
費
用
や
業
務
効
率
な
ど
を
検
討

し
、
導
入
の
可
否
を
決
め
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
と
登
用
は

町
長  

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

議
員  

一
般
職
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の

向
上
と
、
専
門
的
デ
ジ
タ
ル
人
材
登
用

へ
の
考
え
は
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
各
種
研

修
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
専
門
的
人
材
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る

動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
業
務
を
見
極
め

た
う
え
で
、
そ
の
是
非
を
検
討
す
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
へ
の
取
り
組
み
を

町
長  

期
待
と
課
題
が
あ
り
検
討
す
る

議
員  

外
部
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
を
借
り

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
は
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
公
共
デ
ー
タ
を
二
次
利
用
が
可

能
な
形
で
提
供
す
る
こ
と
は
、
行
政
の

透
明
性
の
向
上
と
住
民
の
行
政
へ
の
信

頼
を
高
め
、
住
民
参
加
・
官
民
協
働
を

推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。一
方
、

公
共
デ
ー
タ
活
用
の
環
境
整
備
に
は
多

く
の
課
題
も
あ
り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

議
員

公
共
施
設
最
適
化
の
状
況
は

適
正
に
進
め
て
い
る

高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

議
員　

「
公
共
施
設
等
最
適
化
実
施
計

画
」
で
「
機
能
廃
止
」
と
さ
れ
て
い
る

施
設
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長　
あ
ら
し
な
公
園
は
、
分
筆
登
記

の
作
業
中
で
、
令
和
４
年
度
中
に
公
売

を
予
定
し
て
い
る
。

　

潟
尻
公
園
は
、
森
林
管
理
署
と
令
和

６
年
度
末
ま
で
の
無
償
貸
付
契
約
を
結

ん
で
い
る
。
原
状
復
帰
し
て
返
還
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
廃
止
に
向

け
て
準
備
し
て
い
く
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
と
野
球
場
は
、

県
営
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
金
沢
ダ
ム

掘
削
・
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

土
の
搬
入
が
行
わ
れ
て
い

る
。
事
業
完
了
後
は
、
本
来
の
自
然
の

森
に
戻
る
よ
う
管
理
す
る
。

　

旧
中
央
公
園
プ
ー
ル
管
理
棟
は
、
令

和
６
年
度
の
解
体
を
目
途
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。

◆
譲
渡
可
能
な
町
有
地

議
員  

譲
渡
可
能
な
町
有
地
は
ど
れ
く

ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
公
売

な
ど
の
処
分
を
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　
30
筆
程
度
の
土
地
が
公
売
可
能

と
見
込
ま
れ
る
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
、公
売
を
実
施
し
て
い
く
。

◆
用
途
変
更
施
設
の
進
捗
状
況

議
員  

「
美
郷
町
観
光
振
興
計
画
」
の

拠
点
施
設
と
し
て
用
途
変
更
し
た
「
紫

織
里
」
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
仏
沢
た
め
池
で
の
カ
ヌ
ー
や
雪

上
散
策
な
ど
、
野
外
活
動
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
的
な
機
能
を
持
つ
場
所
と
し
て
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。
整
備
は
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

◆
旧
中
央
行
政
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法

議
員  

貸
し
出
し
へ
の
応
募
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
、
現
状
の
対
応
方
針
は
。
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
解
体
後

を
見
据
え
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

作
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長　
近
隣
行
政
区
の
代
表
者
や
建
築

設
計
の
有
識
者
な
ど
の
選
定
委
員
会
を

設
置
し
、
書
類
審
査
や
面
接
な
ど
に
よ

り
利
用
の
可
否
を
決
定
す
る
予
定
。

　

施
設
利
用
の
希
望
者
が
い
る
中
で
解

体
後
の
議
論
を
す
る
こ
と
は
、
利
用
意

欲
を
削
ぐ
か
た
ち
に
も
な
り
か
ね
ず
、

現
時
点
で
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

◆
旧
学
校
施
設
の
管
理
方
針

議
員  

現
在
利
用
し
て
い
る
法
人
へ
の

譲
渡
や
無
償
貸
与
に
よ
る
施
設
管
理
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
部
分

的
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
も
あ

る
。
今
後
の
対
応
は
。

町
長　
施
設
の
継
続
利
用
の
意
向
を
踏

ま
え
協
議
し
て
い
く
。
施
設
の
処
分
方

針
も
現
在
と
同
じ
方
針
で
臨
ん
で
い
く
。

議
員

旧レストハウス「紫織里」

Ａ�Ｉ▶︎人工知能のこと。人間にしかできなかったよ
うな高度で知的な作業や判断を、コンピュータを
中心とする人工的なシステムにより行えるように
したもの。
Ｒ�ＰＡ（ロボティックプロセスオートメーション）▶人
間がコンピュータ上で行っている定型作業を自動
化すること。
オ�ープンデータ▶誰もが容易に利用できるよう機械
判読に適した形で公開されたデータのこと。
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イ
メ
ー
ジ
で
き
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を

区
域
の
話
し
合
い
で
地
域
計
画
を
定
め
る

町
長

深
ふか

沢
さわ

　義
よし

一
かず

 議員

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
地
域
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
区
域
を
千
畑

２
、
六
郷
１
、
仙
南
３
に
分
け
て
い
る

が
、
広
す
ぎ
て
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
。

区
域
の
見
直
し
や
話
し
合
い
単
位
の
細

分
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
現
行
の
区
域
設
定
を
維
持
し
な

が
ら
、
農
業
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く

な
る
よ
う
、
各
区
域
内
の
集
落
や
圃
場

整
備
地
区
等
の
単
位
で
も
話
し
合
い
を

可
能
と
し
、
地
域
計
画
を
定
め
る
。

◆
若
手
が
情
報
交
換
す
る
場

議
員  

将
来
を
担
う
若
手
農
業
者
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
す
る
場

を
設
け
、
営
農
意
欲
の
向
上
に
結
び
つ

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
の
支
援
制
度
を
掲

載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ

か
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
に
対
し
、
美

郷
フ
ェ
ス
タ
で
農
作
業
着
等
を
展
示
す

る
な
ど
の
協
力
を
打
診
し
て
い
く
。

町
長　
美
郷
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
談
話
会

の
開
催
を
検
討
す
る
。

新
規
就
農
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

教
育
長  

学
習
教
材
で
魅
力
を
紹
介

議
員  

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
新
３
Ｋ
は
、

「
感
動
・
か
っ
こ
い
い
・
稼
げ
る
」
で

あ
る
。
行
政
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

農
業
経
営
を
続
け
ら
れ
る
環
境
に
あ
る

こ
と
を
「
目
に
す
る
機
会
」
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
学
校
教
育
に
お
け
る
情
報
発
信
も

重
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

紙
媒
体
で
の
広
報
活
動
に
加

え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
若
年
層
向
け

の
周
知
を
強
化
す
る
。

教
育
長　
平
成
30
年
発
行
の
「
み
さ
と

働
き
び
と
」
で
は
、
農
業
に
関
す
る
職

場
と
人
々
の
姿
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
配
布
予
定
の
「
ふ
る
さ

と
学
習
教
材
」
で
は
、
行
政
か
ら
の
支

援
策
が
あ
る
こ
と
も
記
載
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

◆
農
業
者
年
金
制
度
の
広
報

議
員  

農
業
者
年
金
の
制
度
に
つ
い

て
、
国
か
ら
支
援
が
あ
る
こ
と
も
新
規

就
農
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
広
報
活
動
が
重
要
と
考
え
る
。

農
業
委
員
会
会
長　
農
業
委
員
が
戸
別

訪
問
し
、
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

町
広
報
等
で
周
知
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
は
関
係
箇
所
に
チ
ラ
シ
を
置
く
な

ど
、
幅
広
い
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

議
員

ふ
れ
あ
い
館
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
を

改
修
に
向
け
検
討
す
る

町
長

長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員

議
員　

３
つ
の
ふ
れ
あ
い
館
は
、
一
次

指
定
避
難
所
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
玄

関
入
口
に
階
段
や
段
差
が
あ
り
、
不
便

さ
を
感
じ
る
。

　

車
い
す
や
高
齢
者
用
手
押
し
車
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
等
す
べ
て
の
人
が
安
全
に
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
緩
や
か
な

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長　
南
ふ
れ
あ
い
館
、
北
ふ
れ
あ
い

館
と
も
に
、
段
差
を
な
く
す
か
基
準
に

沿
っ
た
ス
ロ
ー
プ
と
す
る
よ
う
、
令
和

５
年
度
当
初
予
算
に
改
修
経
費
の
計
上

を
検
討
す
る
。

　

中
央
ふ
れ
あ
い
館
に
つ
い
て
は
、
現

状
に
お
い
て
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
誘

導
基
準
に
適
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
形
状
で
引
き
続
き
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

町
長　

設
置
を
検
討
す
る

議
員  

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
動
き
が
各
地
で

広
ま
っ
て
い
る
が
、
町
の
公
共
施
設
に

お
け
る
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　

が
ん
等
の
治
療
後
に
欠
か
せ
な
い
尿

も
れ
パ
ッ
ト
を
外
出
先
で
捨
て
ら
れ
な

い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
男
性

用
ト
イ
レ
の
個
室
へ
、
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
現
在
は
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
は

設
置
し
て
お
ら
ず
、
男
女
兼
用
の
多
目

的
ト
イ
レ
で
は
、
学
友
館
の
１
か
所
だ

け
に
設
置
し
て
い
る
。

　

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ

う
、
ま
ず
は
、
管
理
者
の
目
が
行
き
届

く
役
場
庁
舎
や
集
会
施
設
な
ど
を
中
心

に
設
置
し
て
い
く
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
の
あ
る
施
設
で
は
、

個
室
に
は
設
置
せ
ず
、
そ
こ
を
ご
利
用

い
た
だ
く
。
多
目
的
ト
イ
レ
が
な
く
、

個
室
が
狭
い
場
合
に
は
、
個
室
ブ
ー
ス

外
に
設
置
す
る
。

議
員

学友館多目的トイレ仙南小学校５年生の稲刈り体験

北ふれあい館入口
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

令
和
４
年
７
月
12
日

所管事務
調査

安
定
的
な
生
活
用
水
の
確
保
と
地
下
水
源
の
保
全
を

調
査
内
容

地
下
水
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て�
《
建
設
課
》

◇�

地
下
水
は
多
く
の
家
庭
で
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
冬
期
間
は
特
に
六
郷
地
区
の
地
下
水

位
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
水
量
の
減
少
や
井
戸

枯
れ
な
ど
、
住
民

の
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い

る
。

◇�

地
下
水
環
境
の
持

続
的
な
保
全
に
役

立
つ
人
工
涵
養
池

は
、
中
学
校
前
な

ど
４
カ
所
に
あ

り
、
草
刈
り
、
泥

上
げ
、
ご
み
回
収

等
の
維
持
管
理
に

よ
り
効
果
を
発
揮

で
に
整
備
す
る
計
画
は
、
大
型
案
内
看
板
や
登
山
届

ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
・
沢
登

り
の
各
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
な
ど
、
概
ね
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。

◇�

ソ
フ
ト
面
で
は
、
美
郷
町
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
う

ち
、
森
林
ガ
イ
ド
を
11
名
認
定
し
、
講
習
会
を
運
営

す
る
ほ
か
、
七
滝
山
を
体
感
す
る
１
泊
２
日
の
モ
デ

ル
ル
ー
ト
を
選
定
し
、
観
光
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

◇�

七
滝
山
線
森
林
管
理
道
は
、
あ
っ
た
か
山
か
ら
１
㎞

超
ま
で
開
設
さ
れ
て
お
り
、
七
滝
林
道
入
口
ま
で
の

開
設
工
事
で
結
ば
れ
る
と
、
森
林
整
備
や
観
光
振
興

の
面
で
期
待
が
大
き
い
。

◇�

七
滝
山
環
境
森
林
整
備
計
画
や
七
滝
「
水
の
森
」
針

広
混
交
林
化
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
の
持
つ
木
材
生

産
、
水
源
涵
養
、
保
健
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能

別
エ
リ
ア
で
、
各
種
森
林
活
用
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

ま
と
め

◇�

七
滝
山
線
森
林
管
理
道
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
の
計

画
中
、
３
割
程
度
の
進
捗
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
場

を
見
る
と
、
災
害
や
事
故
が
心
配
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

◇�

体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
確
立
に
は
、
日
本
航
空
株

式
会
社
や
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
事
業
の

活
用
と
広
告
宣
伝
が
不
可
欠
で
あ
る
。
七
滝
山
の
整

備
状
況
と
風
景
を
広
く
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。

◇�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
か
ら
派
生
し
た
競
技
「
ロ
ゲ

イ
ニ
ン
グ
」
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
新
し
い
楽
し
み
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

◇�

水
源
涵
養
機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
七
滝
「
水
の

森
」
植
樹
事
業
（
ブ
ナ
植
樹
）
や
針
広
混
交
林
化
事

業
を
着
実
に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

し
て
い
る
。

◇�

東
大
通
り
線
取
得
済
み
用
地
（
六
郷
琴
平
東
地
内
、

約
２
０
０
０
㎡
）
は
、
秋
田
大
学
網
田
教
授
の
意
見

を
踏
ま
え
、
30
㎝
程
度
の
水
張
り
に
よ
る
地
下
水
対

策
と
し
て
活
用
す
る
。

◇�

令
和
３
年
度
か
ら
水
道
未
普
及
地
域
の
飲
用
井
戸
水

の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
設
備
設
置
等
に
必
要
な

経
費
の
一
部
（
上
限
50
万
円
）
を
補
助
す
る
制
度
を

実
施
し
て
お
り
、
３
年
度
は
23
件
、
４
年
７
月
現
在

で
は
15
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

ま
と
め

◇�

地
下
水
の
渇
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
経
過

後
に
検
証
し
、
成
果
や
課
題
を
取
り
ま
と
め
る
必
要

が
あ
る
。

◇�

上
水
道
の
加
入
率
向
上
は
、
地
下
水
の
涵
養
に
つ
な

が
る
た
め
、
上
水
道
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
、
加
入
の
促
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

◇�

東
大
通
り
線
用
地
を
含
む
人
工
涵
養
池
に
つ
い
て
、

ご
み
が
生
じ
な
い
対
策
や
管
理
上
の
安
全
対
策
な
ど

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

安
全
対
策
を
十
分
に
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

調
査
内
容

七
滝
山
の
環
境
整
備
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

�

《
商
工
観
光
交
流
課
・
農
政
課
》

◇�

「
美
郷
町
観
光
振
興
計
画
」
に
お
け
る
七
滝
山
の
活

用
と
計
画
の
進
捗
状
況
と
と
も
に
、
七
滝
山
線
森
林

管
理
道
開
設
工
事
や
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
現
地
調

査
と
併
せ
確
認
し
た
。

◇�

町
有
林
で
あ
る
七
滝
山
の
登
山
道
を
令
和
７
年
度
ま

東大通り線用地、水張りを行う予定

工事が進む七滝山線森林管理道

　羽後町、東成瀬村、美郷町の議員による研修会が、羽後町西馬音内盆踊り会館で開催されました。
　研修では、羽後町の安藤豊町長より「道の駅うご（端縫いの郷）について」と題してご講演いただきまし
た。平成28年7月にオープンし、令和３年度の農産物直売所の売り上げは開設当初の約２倍となり、農業振興
や地域活性化に大きく貢献したとのことでした。
　町外からのお客さんも多いが、何よりも町民の憩いの場でもあるよ
うです。道の駅がある本町にとって、大変参考になる研修会でした。

県南三カ町村議会議員連絡協議会研修会 ８月５日

「道の駅うご（端
は

縫
ぬ

いの郷）」
情報提供コーナー、物販コーナー、観光案
内所、授乳室、ＥＶ充電器、そば打ち体験
場などがある。トイレ、シャワー室は 24
時間利用できる。羽後町産にこだわった
ジェラートが人気。
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研修項目  議会基本条例について
　両町ともに、議会基本条例を制定している。町民の負託に応え、町民福祉の向上と町政の発展に寄
与するため、議会・議員の活動原則や責務等を条例として定めている。
　町民に信頼され存在感のある議会を目指すための条例は、本町議会にも必要ではないかとの意見が
多く出された。

研修項目  議会運営について
　庄内町では、予算・決算特別委員会での質問を通告制としており、担当課での説明資料の準備な
ど、スムーズな委員会進行につながっている。
　通告制は、本町議会でも採用すべきとの意見が出された。

研修項目  議員のなり手不足解消
　庄内町では、平成30年６月の選挙で定数割れとなった。それを受けて平成31年３月になり手不足
解消を目的に特別委員会を設置し、地域の女性から町への要望を聞き、その内容をもとにした女性模
擬議会を行ったところ、３人の立候補者につながった。今後は若手にも働きかけ立候補につなげてい
きたいとのことであった。

研修項目  議会中継について
　庄内町では、町のホームページから録画中継を見られるようにしている。
　遊佐町では、ライブ配信は庁舎のみで、庁舎外は録画を配信している。

　議会改革をテーマに先進地の取り組みを学ぶため、山形県庄内町議会と遊佐町議会を訪問しまし
た。その主な内容と委員会としての意見を要約して報告します。

〜山形県庄内町議会・遊佐町議会 視察研修〜
８月２日・３日

研 修 報 告議 会 運 営 委 員 会

より良い議会運営を目指して

庄内町議会 遊佐町議会

　住民を紙面に登場させ、住民の関心に応えることにより、議会の存在
感を高める議会広報となることを学びました。

秋田県町村議会広報研修会
「住民に読まれ・伝わる　
　　議会の存在感を高める議会報」
■講師：芳野　政明氏（広報コンサルタント）

７月25日

　大都市圏の企業社員による「地方での期間限定型リモートワーク」
が、新たな関係人口をもたらし、地方創生と働き方改革を同時実現でき
る可能性があると学びました。

秋田県町村議会議員研修会
「アフターコロナの働き方改革
　　　　　―逆参勤交代のススメ―」
■講師：松田　智生氏（三菱総合研究所主席研究員）

７月25日

私たち美郷中学校サッカー部は「全県優勝」「リーグ戦全勝」を目標に、日々
声を出し一球一球を集中して取り組んでいます。昨年は、好成績を残すこ

とができず、悔しい一年でした。この思いを胸に、一試合一試合勝てるように練
習しています。いろいろな面で個性派ぞろいのサッカー部ですが、団結力はどの
チームにも負けません。「一味同心」同じ目標をもって、心を一つに勝利を目指
します。私たちを支えてくれている家族や地域の人に感謝する気持ちを忘れずに
頑張ります。みなさんの熱い応援よろしくお願いします。

キャプテン　加藤　涼介

ムチュ
ーデン

ト

美郷中

シリーズ

勇
往
邁
進

勇
往
邁
進

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部

全
県
新
人
大
会・３
位

今号の撮影者

サッカー部のみんな、日頃
から練習がんばっているよ
うな顔つきで、ユーモアも
ありました。撮影できて光
栄です。

武藤 楓弥武藤 楓弥さんさん（六郷高校２年 写真部）（六郷高校２年 写真部）

Vol.12Vol.12
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○の中だけお答えください

今回の表紙は
美郷中〇〇〇〇部問２

令和３年度決算は
〇億9149万円の黒字問１

クイズ
みさと議会だより 第72号

正解正解とと当選者当選者

多数のご応募、議会や議会だよりに対するご意見・
ご感想ありがとうございました。抽選の結果、次
の方々が当選しました。

クイズ当選者

感想等自由記載欄

問１  議会に関心がありますか？
　　　① 関心がある
　　　② どちらかといえば関心がある
　　　③ どちらかといえば関心がない
　　　④ 関心がない

問２  議会を傍聴したことがありますか？
　　　① ある
　　　② ない

問３  �「みさと議会だより」をどの程度お読
みになりますか？

　　　① 大体全部読む
　　　② 関心のあるものだけ読む
　　　③ ほとんど読まない
　　　④ その他

　必要事項（氏名、住所、年齢、クイズの答え、ア
ンケートの答え）を記入のうえ、はがき又はメール
にてご応募ください。正解者の中から、抽選で５人
の方に粗品を差し上げます。
　また、議会へのご意見をお待ちしております。

応募の注意
☆�応募専用はがき：63円切手を貼ってご応募くださ
い。
☆�官製はがき：アンケートの答えも忘れずにご記入
ください。
☆応募はお一人様１通とさせていただきます。

あて先
〒019-1541　美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　　　　美郷町議会事務局　議会だより係

議会事務局メールアドレス
gikai@town.misato.akita.jp

締切日
令和４年11月30日（当日消印有効）

応　募　方　法クイズの答え

アンケート回答

●次回定例会は、12月上旬を予定しています。
　日程は11月15日発行の「議会だよりお知らせ版」をご覧ください。

問４  �「みさと議会だより」の誌面の見やす
さはいかがですか？

　　　① 見やすい・読みやすい
　　　② 見づらい・読みにくい
　　　③ その他

問５  �誌面の中で興味がある項目は何です
か？（複数回答可）

　　　① 一般質問の内容
　　　② 議案の審議結果 
　　　③ 請願・陳情の審査結果 
　　　④ 各種委員会の活動内容 
　　　⑤ �シリーズ「ムチューデント美郷中」

「キラリ美郷」
　　　⑥ その他

問１  　　　　　

問２  　　　　

問３  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問４  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問５  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ア ン ケ ー ト
議会に関する

皆様の声をお聞かせ下さい

問1

問2

高橋 歩楓 様　　加藤 好文 様
高橋 テイ 様　　久米 昌子 様
佐藤 義美 様

議
会
の
動
き

令和３年度決算は  億9149万円の黒字

今回の表紙は　美郷中  部

７
月　

12
日

第
６
回
議
会
臨
時
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

　
　

28
日

議
会
運
営
委
員
会

８
月　

２
日

議
会
運
営
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修（
～
３
日
）

５
日

県
南
３
カ
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　

10
日

議
会
運
営
委
員
会

25
日

議
会
運
営
委
員
会

政
策
等
意
見
交
換
会

議
会
意
見
交
換
会

　
　

29
日

議
会
連
絡
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

９
月　

１
日

議
会
運
営
委
員
会

第
７
回
議
会
定
例
会（
～
13
日
）

　
　
　

２
日

議
会
意
見
交
換
会

　
　
　

６
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

８
日

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

13
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
意
見
交
換
会

　
　
　

16
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

22
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
月　

４
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

17
日　

第
８
回
議
会
臨
時
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

18
日

議
会
運
営
委
員
会

　宮城県大衡村議会「総務民生常任委
員会」の委員５名が研修のため本町議
会を訪れました。
　本町からは、議長、総務産業常任委
員長、町職員９名が出席しました。
　研修内容は、「空き家対策と移住定住について」です。
　説明後の質疑応答では、これまでの経緯や町の取り組み状況、現状と今後の
課題や施策、町議会などについて活発な意見交換が行われました。

ようこそ
美郷町へ

大
おお

衡
ひら

村議会（７月13日）

【問１】６月定例会で一般質問した議員は　〇人

【問２】今回の表紙は　美郷中〇〇〇部
▶【正解】すもう

クイズ

▶【正解】７ わかったかな？
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美郷町ホームページ　http://www.town.misato.akita.jp
印刷・製本／株式会社三森印刷

議
会
だ
よ
り

■
第

73号
　

令
和

４
年

11月
１

日
発

行
美

郷
町

議
会

事
務

局
〒

019-1541 秋
田

県
仙

北
郡

美
郷

町
土

崎
字

上
野

乙
170番

地
10

（
美

郷
町

役
場

内
）

E-m
ail gikai@

tow
n.m

isato.akita.jp
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「
美
郷
民
話
の
会
」の
煙
山
惇あ

つ
し

会
長
に 

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　
　
◇

　

民
話
を
大
切
に
す
る
仲
間
が
交
流

を
深
め
、
平
成
12
年
に
「
だ
ま
こ
の

会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は

１
０
２
歳
の
会
員
を
筆
頭
に
12
人
、
ふ

る
さ
と
の
素
朴
な
温
か
い
こ
と
ば
で
昔

語
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
坂
本
東
嶽
邸
や
六
郷

の
カ
マ
ク
ラ
、
千
畑
小
学
校
で
の
昔
語

り
。
芸
術
文
化
協
会
や
地
域
の
各
種
団

体
等
の
要
請
に
は
、
積
極
的
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
南
地
区
６
団
体
に
よ
る

「
語
り
人
の
会
」
に
も
参
画
し
、
地
域

を
越
え
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
国
民
文
化
祭
「
あ
き
た

民
話
の
祭
典
」
に
児
童
・
生
徒
と
一
緒

に
出
演
し
た
貴
重
な
体
験
は
、
今
後
の

活
動
へ
の
大
き
な
自
信
と
希
望
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
先
人
が
残
し

て
く
れ
た
大
事
な
口
承
文
化
を
後
世
に

語
り
継
い
で
い
く
と
と
も
に
、
民
話
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
民
話
の

「
ぬ
く
も
り
」
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

地
球
環
境
に
や
さ
し
い

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

シリーズシリーズ

63円切手を
貼って下さい

美郷町土崎字上野乙 170-10
美郷町議会事務局

議会だより係

0 1 9 1 5 4 1

き
り
と
り
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～美郷民話の会～～美郷民話の会～

vol.68

●�平成29年度仙北地域公民館連合会表彰
　（仙北地域公民館連合会）
●�令和3年度「元気なふるさと秋田づくり」表彰
　（秋田県仙北地域振興局）

会員を募集しております
日　時：第３水曜日日　時：第３水曜日
場　所：住民活動センター場　所：住民活動センター
連絡先：0187-85-2931（煙山さん）連絡先：0187-85-2931（煙山さん）

受賞歴

煙山 惇 会長

坂本東嶽邸で昔語り


